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３．初年度スケジュール 
  永守賞設置後に初年度の表彰となる 2015 年度の表彰スケジュールは以下の通りとする

予定です。 
 

2014 年  9 月上旬 募集要項の公表：弊社ホームページに掲載 
2014 年 11 月 1 日 応募受付開始 
2015 年  1 月 31 日 応募締切 
2015 年 5 月中旬 受賞者発表 ：弊社ホームページに掲載 
2015 年  8 月 30 日 表彰式 

 
４．審査委員会 
  永守賞の審査委員会は、外部有識者 5 名及び内部アドバイザー数名によって構成され、

審査委員会で定める審査基準に従い、公平に審査を行います。 
 この審査委員会の初代委員長は、東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 堀洋一先生に

お願いいたします。他の委員の皆様については、9 月上旬に公表する募集要項にてご説明

いたします。 
 
５．その他 
 ・永守賞大賞、永守賞の副賞は、当社代表取締役 CEO の永守重信個人より授与します。 
 ・本技術表彰制度の運営は、日本電産株式会社が行います。 
 ・表彰式の会場は「京都市内のホテル」を予定しております。 
 

以上 
 


